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立神峡だより
大雨にも負けずディスクゴルフで盛り上がる

色鮮やかな紫陽花の季節を迎えました

夏本番に突入する前にまずは安全対策

　毎年５月を中心とした2ケ月間、全国で
さまざまな「あそび」のイベントが開かれ
ていますが、ここ立神峡では県民スポレク
祭ディスクゴルフの大会が開催されまし
た。当日はあいにくの雨で開催が危ぶま
れましたが、鹿児島県や宮崎県からも参
加者があり、大いに盛り上がりました。
　ディスクゴルフとは、丸い円盤状のディ
スクをコ－ス上にある的に投げ入れその
回数を競うもので、回数が少ない方が勝
者となるスポーツです。立神峡のディスク
ゴルフ場は公式のコ－スで県内では唯一
とのことで、ゴルファーにとっては正に垂
涎(すいぜん)の場所となっています。熊本
県公認第1号フアミリ－コースは、全部で
9ホ－ルの本格的なものとなっています。
大人200円子供が100円でお手軽に楽し
めます。皆さんも、一度はチャレンジして
みませんか。

　夏本番を前に、水難事故防止祈願祭・氷川町立神峡水難事故防止対策連絡会が毎年夏休み前に行われます。立
神峡では、例年、水難事故で命を落す人がいるためにさまざまな取り組みを行っています。
　昨年は、水難事故はなくさまざまな安全対策が功を奏したと思います。例えば、浮き輪の数を２個から８個に増
やし、ポリタンクを速やかに投げられるようにロ－プで結び、要所に設置しました。
　現代事情を反映して即座に携帯電話から最寄りの警察・消防に
直接かけられるように通報掲示板も掲示しました。「ここから飛び込
み、脊髄損傷を起こしました」という看板を設置し、善意的な恐怖心
を与えることで、崖や吊り橋からの飛び込み防止を図りました。
　今年も立神峡公園スタッフにとっても気の抜けない季節となり
ます。ブイの設置や安全対策には万全を期し、公園管理と合わせ
てさまざまな対策に取り組む所存です。特に、今年は地震の影響
で、落石なども予想されるので新たなブイの設置等、断崖絶壁に
は近づかないように十分注意をして頂きたいと思います。特に、カ
ヤックや浮き輪で岸壁に近づく行為は厳禁です。マナ－を守り楽し
く水遊びをしましょう。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　梅雨空の季節となりましたが、ここ立神峡には紫陽花の花
が見事に咲き誇っています。
　ログハウスやロッジの周りには、紫色の花が緑の中にあっ
てひときわ鮮やかな色合いを見せています。
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